
MECHANISM AND MEASURES FOR PREVENTION OF PAVEMENT STRIPPING AT NAGOYA 
AIRPORT

Masashi HAMA and Seiji NAKAZATO 

Damage was found on the runway of Nagoya Airport in July, 2000.  At the position where 
aircraft begin acceleration for take-off, asphalt pavement to a depth of 5cm was found to have 
been stripped and scattered.  Field investigations of the pavement revealed that it contained a 
high water content.  The cause of the stripping was presumed to have been a blistering 
phenomenon.  This paper presents the results of the field research including the mechanisms 
of the blistering phenomenon and remedies. 
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図－10 対策工の範囲 

 

  また、施工に当たっては 16cm でアスファルト混合物を施工

する際には、これまでの空港基準 8)では 7cm 以下で施工する

必要から三層仕上げとなるが、できるだけ弱点となる界面を減ら

すため、8cm の二層仕上げを行うこととした。8cm 厚にすること

で、層界面に生じる舗装内温度は 5cm に比べて低下し、前記

したボイルシャルルの法則にあてはめてもブリスタリング発生確

率が低くなることが確認できた。 

  層間を接着するタックコートはできるだけ付着力を増加させる

ためにゴム入り乳剤を用いることとした。 

  打換えを行うアスファルト混合物は、舗装内温度で生じる蒸

気を速やかに逃がすために空隙率をできるだけ確保させるもの

とし、通常 3～4％で設定される空隙を 4～5％に上げるものとし

た。空隙を確保するために、アスファルト材料として改質アス

ファルトⅡ型を用いることとした。改質アスファルトⅡ型は若干高

額であること、切削によってアスコン塊が生じることから、層下部

（基層）の打換えには再生アスファルト混合物（ストレートアス

ファルト使用）を利用するものとし、その混合物には剥離防止材

として消石灰を混入するものとした。 

  対策工の概要を整理すると以下のとおりである。 

① 16cm 厚の切削・打換えで、一層厚 8cm で舗設を行う。 

② 空隙率を上げ通気性を確保する配合とする。 

③ 空隙率を確保するために使用アスファルトは改質アスファル

トⅡ型を用いる。 

④ 表層は改質アスファルトⅡ型を用いるが、基層は再生アス

ファルト混合物とし、剥離防止材を混入する。 

⑤ 表層と基層の層間付着には付着性の良好なゴム入り乳剤

を用いる。 

 

（2） 室内配合試験 

  対策工の具体化を図るために室内において目標とされる混

合物の配合特性、性状を確認した。配合試験では空隙率が確

保できるか、確保した混合物が十分な通気性、耐久性を持つか

について確認を行った。配合試験では骨材の最大粒径を

13mm から 20mm に上げ、かつ米国の SHRP（Strategic 

Highway Research Program：米国の新道路研究計画） の

SUPERPAVE9)による骨材配合なども考慮して実施した。図－

11 に表層混合物の合成粒度分布を示す。2.36mm 通過量、

0.075mm 通過量などに制限を設けて配合を行った。配合時に

は空港周辺の骨材調査を踏まえ、二産地（小西、博国）を設定

して実施した。 

  改質アスファルトⅡ型による最適アスファルト量 (OAC)は

5.0％であり、マーシャル安定度は 13.9kN となった。 

 配合後の混合物に対する試験は表－2 に示す内容を行い、

空隙率確保や通気性確保について確認を行った。 
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図－11 表層混合物の合成粒度分布 

 

表－2 混合物性状試験内容 

 

 

 

 

 

  1) 有効空隙率の検証 

  SHRP に規格されているジャイレトリー試験機 10)を用い、ジャ

イレトリー旋回回数と空隙率変化の関係を求めた。図－12 に試

験結果として、今回実施した配合と、既存舗装の配合の比較を

示す。空隙率が 3％を下回る旋回数は、今回配合が 150 回以

上であるのに対し、既存舗装では 130 回程度で満足しない結

果となった。結果的に今回の配合はニーディングを受けづらい

配合であることが確認できた。 
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図－12 有効空隙率の変化 

項目 試験名 目的
空隙率変化の把握 ジャイレトリー試験 配合を変えて空隙変化を把握
通気・透水性把握 通気試験 目標通気係数確保の確認

透水試験 透水性の確認
耐久性把握 ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 わだち掘れの程度把握

水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 剥離率の確認(5%以下）
曲げ試験 低温でひび割れ特性把握
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